
伊
豆
の
国
市
に
新
し
い

ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

３

豊
か
な
自
然
に

抱
か
れ
る
伊
豆
の
国
市

１■ 

屋
外
広
告
物
指
導
事
業
【
新
規
】

　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

　

屋
外
広
告
物
の
是
正
指
導
を
進
め
な
が

ら
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
広
告
物
の
撤
去
を

実
施
し
ま
す
。

■ 

広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業

　

１
億
４
０
１
４
万
３
千
円

　

平
成
34
年
度
の
稼
動
を
目
指
し
、
伊
豆
市

伊
豆
の
国
市
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
の

準
備
を
進
め
ま
す
。

■ 

花
の
ま
ち
づ
く
り
・
花
の
お
も
て
な
し
の

推
進
【
拡
充
】　
　
　
　
　

５
５
０
万
円

■ 

官
民
連
携
公
共
下
水
道
整
備
事
業【
新
規
】

１
０
６
２
万
８
千
円

伊
豆
の
国
市
に

し
ご
と
を
つ
く
る

２

■ 

静
岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）関
連
推
進
事
業

　
　

１
８
３
７
万
円

　

静
岡
Ｄ
Ｃ
関
連
事
業
を
行
い
、
旅
行
商
品

の
造
成
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
、
啓
発
素
材

制
作
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

　

４
３
５
万
４
千
円

　

伊
豆
半
島
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

事
業
推
進
と
し
て
、
ジ
オ
マ
ッ
プ
制
作
、
市

ジ
オ
ツ
ア
ー
開
催
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
移
住
・
就
業
事
業
【
新
規
】
８
８
０
万
円

■ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
事
業　
　
　
　
　

９
４
９
万
３
千
円

歴
史
に
学
び
、
未
来
を

拓
く
伊
豆
の
国
市

４■ 

韮
山
反
射
炉
保
存
管
理
事
業

　
　

３
６
４
２
万
３
千
円

■ 

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業

　

３
７
７
４
万
４
千
円

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
た
め
、
モ
デ
ル
校
と

し
て
、
大
仁
小
学
校
と
長
岡
中
学
校
に
電
子

黒
板
を
導
入
し
ま
す
。

■ 

民
俗
文
化
財
保
存
活
用
事
業
【
新
規
】

６
５
万
７
千
円

■ 

歴
史
文
化
資
源
活
用
イ
ベ
ン
ト
【
新
規
】

２
５
０
万
円

■ 

長
岡
南
小
学
校
ト
イ
レ
全
面
改
修
事
業

【
新
規
】　　
　
　

１
億
６
６
０
万
５
千
円

■ 

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業

７
６
万
７
千
円

子
育
て
も
人
生
も

楽
し
い
伊
豆
の
国
市

５■ 

韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

屋
根
防
水
改
修
【
新
規
】

　
　

 

４
８
２
７
万
６
千
円

　

竣
工
か
ら
20
年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
対

策
と
し
て
全
面
改
修
を
行
い
ま
す
。

み
ん
な
で
創
る

伊
豆
の
国
市

７ ■ 

創
業
等
へ
の
支
援
【
拡
充
】

　
　
　
　

 

５
６
０
０
万
円

　

伊
豆
の
国
創
業
塾
受
講
者
を
対
象
に
、
起

業
・
創
業
に
か
か
わ
る
初
期
費
用
の
補
助
や
、

金
融
機
関
へ
の
返
済
支
援
、
情
報
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■ 

韮
山
中
央
農
道
拡
幅
改
良
事
業

　
　
　

１
億
１
２
４
８
万
７
千
円

　

韮
２
‐
３
号
線（
通
称
韮
山
中
央
農
道
）の

老
朽
化
し
た
農
業
用
水
路
を
移
設
改
修
し
、

道
路
部
分
の
拡
幅
整
備
を
行
い
ま
す
。

■ 

青
年
就
農
支
援　
　

３
６
７
７
万
９
千
円

■
企
業
立
地
推
進
事
業

３
億
４
０
２
６
万
９
千
円

■
地
域
振
興
基
金
積
立
【
新
規
】

　
　

21
億
８
５
２
０
万
円

　

地
域
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
合

併
特
例
債
を
活
用
し
、積
み
立
て
を
し
ま
す
。

■ 

市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

１
４
１
万
６
千
円

■
地
域
情
報
等
発
信
業
務
【
拡
充
】

　

１
５
０
万
円

■ 

放
送
設
備
等
更
新
補
助
【
新
規
】

３
０
０
万
円

■ 

電
子
申
請
推
進
事
業　

１
２
７
万
７
千
円

■
行
財
政
改
革
推
進
事
業

　
　

１
９
８
万
３
千
円

　

手
数
料
・
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
運
営
の
効
率
化
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

６
６
６
８
万
２
千
円

■ 

深
沢
橋
架
替
事
業
【
新
規
】

　
　
　
　

１
億
５
７
０
４
万
８
千
円

■ 

地
区
公
民
館
耐
震
促
進
整
備
事
業

　

４
６
４
６
万
円

安
全
で
安
心
な

伊
豆
の
国
市
の
ま
ち
づ
く
り

６■ 

し
尿
処
理
場
整
備
事
業

　

２
５
４
万
１
千
円

　

新
し
尿
処
理
施
設
建
設
に
向
け
、
周
辺
用

地
の
不
動
産
鑑
定
や
物
件
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
斎
場
整
備
事
業

　

８
億
４
５
５
９
万
５
千
円

　

老
朽
化
し
た
長
岡
斎
場
に
替
わ
る
新
た
な

斎
場
施
設
建
設
に
向
け
た
、
本
体
工
事
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

■ 

防
犯
灯
・
街
路
灯
・
体
育
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
推
進
事
業
【
新
規
】

■ 

高
齢
者
施
設
整
備
促
進
事
業
【
新
規
】

８
５
６
０
万
円

■
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業５

８
９
万
３
千
円

■ 

市
民
後
見
人
育
成
事
業

　
　
　

２
５
０
万
円

　

認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ

り
、
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分
で
な
い

人
の
財
産
と
人
権
を
守
る
市
民
後
見
人
候
補

を
養
成
し
、
権
利
擁
護
を
推
進
し
ま
す
。

　

韮
山
反
射
炉
の
適
切
な
保
存
修
理
に
向
け

た
、
工
事
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
入

場
料
収
入
の
一
部
を
積
み
立
て
、
将
来
の
大

規
模
修
復
工
事
に
備
え
ま
す
。
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223 億円

農林業費
4億 2,903 万円　1.9％

議会費
1億 5,477 万円　0.7％

その他
4,874 万円　0.2％

地方譲与税
1億 6,600 万円　0.7％

分担金及び負担金
3億 9,631 万円　1.8％
使用料及び手数料
3億 179 万円　1.4％

平成31 年度の一般会計予算額は、223 億円。過去最大の予算
規模となりました。経常的経費の抑制に努めつつも、国の

制度を活用し、これまで先送りとなっていた社会資本の整備など、
今後の伊豆の国市にとって必要な事業へと予算を配分しました。
　本年度は、伊豆の国市の魅力を高め、明るい未来へ向けて走り
出すための施策を推進していきます。
問 財務課　☎ 055-948-1414

■市債の状況■

会　計　名 平成 31 年度末
残高見込額

一般会計 219 億 8,510 万円
簡易水道等事業特別会計 4億 8,674 万円
下水道事業特別会計 33 億 8,737 万円
上水道事業会計 7億 6,958 万円

合　　計 266 億 2,879 万円
※このうち約 60％は今後、普通交付税として
　組み込まれる見込みです。

■一般会計■
＊ 一般会計とは、地方公共団体の中心となる会計で、
行政運営の基本的な経費を表します。

3,165 円

※ 平成 30 年 10 月 1 日現在の住民基本台帳人口（48,893 人）で算出しています

市民一人あたりの予算 45 万 6,098 円の使い道

◀

その他
2億 6,700 万円　1.3％

42.4
％

自依
主存
財

財

源

57.6％

平成31年度 当初予算の概要

歳　入
1 年間に入るお金

歳　出
1 年間に使うお金

国民健康保険 57 億 3,000 万円
後期高齢者医療 5億 8,100 万円
介護保険 43 億 4,700 万円
楠木及び天野揚水場管理 1,500 万円
簡易水道等事業 1億 800 万円
下水道事業 13 億 6,200 万円

■特別会計■   121億 4,300万円

■上水道事業会計■ 11億3,758万円

■基金の状況■

■特別会計ほか予算額■

基　金　名 平成 31 年度末
残高見込額

一
般
会
計

財政調整基金 22 億 8,614 万円
減債基金 5億 3,551 万円
福祉対策基金 7,242 万円
教育振興基金 2,339 万円
ふるさと・水と土基金 2,607 万円
環境基金 102 万円
ふるさと応援基金 2億 642 万円
韮山反射炉保全基金 1億 1,154 万円
志龍塾教育基金 1,364 万円
庁舎建設基金 3億 11 万円
（新）温泉保護対策基金 3,002 万円
地域振興基金 21 億 8,520 万円
土地取得基金 1億 128 万円
収入印紙等購入基金 600 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業基金 4億 9,921 万円
国民健康保険
高額医療費資金貸付基金 900 万円

介護給付費準備基金 3億 2,392 万円
楠木・天野揚水場
管理基金 3,500 万円

合　　計 67 億 6,589 万円

歳入
223億円

繰入金
13 億 2,070 万円　5.9％

源 繰越金
3億円　1.4％
その他
4億 918 万円　1.8％

歳出
223億円

地方消費税交付金
9億 1,900 万円 4.1％

商工費
4億 6,851 万円　2.1％

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他

103,606 円 144,534 円 50,713 円 8,775 円 9,583 円 41,920 円 18,628 円 38,247 円 35,930 円 997 円
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